
Dijkstra

P133 P140

10

27 5 8

2015 #4

B4



Part 3

Part 4

→ Part 1

Part 2

Dijkstra



Dijkstra

Part 3

Part 4

→ Part 1

Part 2

2

1959



Dijkstra

Dijkstra

※ 2→ 6

2 2 2

Part 3

Part 4

→ Part 2

Part 1



Dijkstra

※ 3or4
𝑡12 + 𝑡24 = 2 + 5 = 7 𝑡13 = 5
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Step1

{𝑗} 𝑐𝑗 = ∞（
𝐹𝑗 = 0, 𝑗 ∈  𝐾

o o 𝑐𝑜 = 0, 𝑖 = 𝑜 o
K

Step2

i {m}

𝑐𝑚 > 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚 𝑐𝑚 = 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚, 𝐹𝑚 = 𝑖
Step3

 𝐾
𝑐𝑗 j

𝑐𝑗 = min
𝑝
(𝑐𝑝) {𝑝: 𝑝 ∈  𝐾}

j K

Step4

𝑐𝑝 = ∞ K
i=j Step2
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𝐹𝑗

𝐹𝑗 Step2 o

d

d→ 𝐹𝑑 =)ℎ → 𝐹ℎ =)𝑔 → ⋯ → 𝐹𝑏 =)𝑜

o→⋯ →g→h→d
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※始点ノード1として、そこからの最短経路をダイクストラ法で求めます。

←想定するネットワークとリンクコスト
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赤文字・・・部分的最小交通費用
青文字・・・先行ポインタ
最短経路が確定したノードは□で囲む
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※始点ノード1として、そこからの最短経路をダイクストラ法で求めます。
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Part 3
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青字（先行ポインタ）を見れば、最短経路がわかる！
つまり、
（1→2の最短経路）2→（𝐹2 =)1より、1→2
（1→3の最短経路）3→（𝐹3 =)1より、1→3
（1→4の最短経路）4→（𝐹4 =)3 → （𝐹3 =)1より、1→3→4
（1→5の最短経路）5→（𝐹5 =)2 → （𝐹2 =)1より、1→2→5
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Step1

{𝑗} 𝑐𝑗 = ∞（
𝐹𝑗 = 0, 𝑗 ∈  𝐾

o o 𝑐𝑜 = 0, 𝑖 = 𝑜 o
K

Step2

i {m}

𝑐𝑚 > 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚 𝑐𝑚 = 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚, 𝐹𝑚 = 𝑖
Step3

 𝐾
𝑐𝑗 j

𝑐𝑗 = min
𝑝
(𝑐𝑝) {𝑝: 𝑝 ∈  𝐾}

j K

Step4

𝑐𝑝 = ∞ K
i=j Step2
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Step3

→

Heap:

※

Part 3
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→ Part 2

Part 1

←一番上のノード（根のノード）が常に最小ラベル！1
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※青文字＝配列順位

←上下関係のあるデータ同士では
常に上のデータが小さい値をと

る。
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Step1

{𝑗} 𝑐𝑗 = ∞（
𝐹𝑗 = 0

o o 𝑐𝑜 = 0, 𝑖 = 𝑜
{ } o

Step2

{ } i i {
}

Step3

i {m}

𝑐𝑚 > 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚 𝑐𝑚 = 𝑐𝑖 + 𝑡𝑖𝑚, 𝐹𝑚 = 𝑖
m { } m {

}

Step2

Step4
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赤文字・・・暫定的な最小交通費用
青文字・・・先行ポインタ
ノードリストの先頭を□で囲む
{ノードリスト}={…}
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・先行ポインタと最小費用の双方とも、
Dijkstra法で得られたものと完全に一
致。

・最短経路は、Dijkstra法と同様に先行
ポインタを終点からたどって作成。
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Dijkstra.java wiki

※

100 300 → 0.016

1000 3000 → 0.063

10000 30000 → 0.234

100000 300000 → 0.484

※ 126

5)

1000000 1048574

→

※



※

all-terminal reliability)

→NP
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Dijkstra.java triptest.csv

↓

n



1000 3000

136798(13.69 217.593
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ネットワーク信頼度95％
ノード𝑛1,リンク𝑚1

ネットワーク信頼度95％
ノード𝑛2,リンク𝑚2

高々数本のリンク
を用いた結合で、

ネットワーク信頼度95％（ノード𝑛1+𝑛2、リンク𝑚1+𝑚2）
を生成可能である。



ネットワーク信頼度95％
ノード𝑛1,リンク𝑚1

ネットワーク信頼度95％
ノード𝑛2,リンク𝑚2

高々数本のリンク
を用いた結合で、

ネットワーク信頼度95％（ノード𝑛1+𝑛2、リンク𝑚1+𝑚2）
を生成可能である。

𝑛1/𝑚1=𝑛2/𝑚2 = 𝑘とすれば、
(𝑛1+𝑛2)/(𝑚1+𝑚2)=(𝑘𝑚1+𝑘𝑚2)/(𝑚1+𝑚2) = 𝑘だし、
予想はある程度当たってそう。
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